■操作だけではなくて、考え方に目を向けましょう。

　操作は、時間とともに変わります。考え方は、変わりにくい。

　変わる部分と変わらない部分に分けて考える。変わる部分は調べればいい。
■ユーザではない。ユーザにサービスを提供する側です。

　１ユーザではないことを理解してください。裏方です。仕組みを理解する必要があります。

■謙虚に、向上心をもちましょう。

　多くを知ると傲慢になりがちです。傲慢になると成長が止まります。常に謙虚に向上心をもちながら学び続けることを銘記しましょう。知っていると安心しているとすぐに追い越されてしまいます。

■やればできる

やればできることを経験する。さっぱり分からないと思うことでも、調査し続けることで結果がでます。必ず出ます。あきらめてはいけません。
■人と話す

　話すことによって自分の知識を再確認できます。また人に説明することによって自分の理解が深まります。多く話し合ってください。
バックグラウンドの確認 隣の人を紹介する
自己紹介　仲良くなる

「インターネットとは？」　ディスカッションする　答えはないから思いついたまま
「インターネットを絵で描いたら」

　　今持っているインターネットの絵を描きとめておく。
　　例えばWEBサーバを見るときにどんなことがおこっているのだろう？

少し進んだら、　ディスカッション
■実際にアカウントを作成する　　早いうちからviを使わせる。
　　サービスを見せる

　　作成しているところも見せる　

　　FTPサーバが利用できる

　　WEBサーバが利用できる

　　puttyjp.exeの導入

問題提起　

　DNSが必要な理由

　登録ドメイン数はいくつありますか？

　何でそれをファイルにして保存しておいたらだめなのですか？

　もし、HOSTファイルで管理したとしたら、、、

TCP/IPのレイヤーが理解できる

プロセス同士がやり取りしていることを理解できる。
IPアドレス、ポート番号、MACアドレスの役割が説明できる。

DNSについて説明できる。

